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変わりつつあるわたしたちの 暮
く

らし方
　わたしたちのモノやサービスの購

こう

入
にゅう

、エネルギーや資
し

源
げん

の使用は、地球環
かん

境
きょう

に
大きな影

えい

響
きょう

をおよぼしています。そのため、持続可
か

能
のう

な社会づくりをしていくた
めには、わたしたち一人ひとりの暮

く

らし方を変えていく必要があります。
　日本人の意

い

識
しき

の変化や、環
かん

境
きょう

を考えた持続可
か

能
のう

な行動を考えてみましょう。

　日本では1960年代以
い
降
こう
、経
けい
済
ざい
が急速に発展し、多くの人が便利で快

かい
適
てき
な生活を送れるよ

うになりました。その一方で、「豊
ゆた
かさ」に対する意

い
識
しき
は大きく変化してきています。

　かつては「心の豊
ゆた
かさ」より「モノの豊

ゆた
かさ」を重

じゅう
視
し
する人の方が多かったですが、近年は

「心の豊
ゆた
かさ」を重

じゅう
視
し
する人の割

わり
合
あい
が「モノの豊

ゆた
かさ」を重

じゅう
視
し
する人の約2倍となっています。

　近年、個
こ
人
じん
等の所有物や技

ぎ
能
のう
を、インターネットを通じて共有する「シェアリング・エコノ

ミー」という取組が進んでいます。モノや空間などを共有することで、資
し
源
げん
を効

こう
率
りつ
的
てき
に活用

し、ごみの発生量、温室効
こう
果
か
ガス排

はい
出
しゅつ
量
りょう
の削
さく
減
げん
といった環

かん
境
きょう
保
ほ
全
ぜん
の効
こう
果
か
が期待されています。

　暮
く
らしの考え方を少し変えることで、様々な環

かん
境
きょう
を維

い
持
じ
する効

こう
果
か
が期待できます。

　例えば、食べ物を必要な分だけ購
こう
入
にゅう
して食べ切れば、食べ物という資

し
源
げん
を有

ゆう
効
こう
活用する

だけでなく、食べ残しを運ぶための燃
ねん
料
りょう
の削

さく
減
げん
、食べ残しの処

しょ
理
り
で発生する温室効

こう
果
か
ガス

の削
さく
減
げん
といった効

こう
果
か
も期待できます。また、最近注目されている「オーガニック」について

も、生物多
た
様
よう
性
せい
の保

ほ
全
ぜん
に役立つものであるだけでなく、他の様々なメリットにもつながり

得ることから、有機農業にとどまらず、衣・食・住にわたるライフスタイルを全体的にとら
えるものとして考えることもできます。
　このように、社会全体を持続可

か
能
のう
にするためには、一人ひとりの考え方を変えていくこ

とが重要です。

豊
ゆた

かさに対する意
い

識
しき

の変化

モノは所有から共有へ

暮
く

らしの考え方をちょっと変えるだけで

　ウルグアイのホセ・ムヒカ元大
だい
統
とう
領
りょう
は、

その質
しっ
素
そ
な暮

く
らしぶりから、「世界で最も

貧
まず
しい大

だい
統
とう
領
りょう
」と呼

よ
ばれていました。2012

年、ブラジルのリオデジャネイロで開
かい
催
さい

された「国連持続可
か
能
のう
な開発会議（リオ＋

プラス

20）」において、わたしたちのライフスタイ
ルを見直すべきとしたスピーチを行い、世
界から大きな注目を集めました。

　株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ
ドコモ・バイクシェアでは、環

かん
境
きょう

に配
はい
慮
りょ
した自転車シェアリングサービスを全

国で展
てん
開
かい
しています。スマートフォンなどで

手軽に貸
かし
出
だし
手続きができて、複

ふく
数
すう
のポート（専

せん

用
よう
の自転車置き場）でどこでも自転車が貸

かし
出
だし
・

返却できることから、利用が進んでいます。
自転車シェアリングは、温室効

こう
果
か
ガスの排

はい
出
しゅつ

量
りょう
の削

さく
減
げん
や資

し
源
げん
の有

ゆう
効
こう
利用のほかに、地

ち
域
いき
の

活
かっ
性
せい
化
か
などにも貢

こう
献
けん
しています。

世界で最も貧
まず

しい大
だい

統
とう

領
りょう

自転車シェアリング

●リオ＋
プラス
20におけるホセ・ムヒカ大

だい
統
とう
領
りょう

　のスピーチ

資
し

料
りょう

：UN Photo

●ドコモ・バイクシェアの自転車と
　自転車ポート

資
し

料
りょう

：株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

ドコモ・バイクシェア

●豊
ゆた
かさに対する意

い
識
しき
の変化
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資料：内閣府「平成29年度国民生活に関する世論調査」
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